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侵入盗に注意！「空き巣」の防犯対策

安全運転アドバイス

◆おいしいレシピ◆ ～さつまいもときのこのチャウダー～

【作り方】
１．さつまいもは角切りに、ぶなしめじは小房に分ける。ベーコンは１cm幅に、ニンニクは

みじん切りにする。

２．鍋にバターを熱し、にんにくとベーコンを炒め、香りが立ったらさつまいもとぶなしめじ
を加えて炒める。小麦粉をふり入れて炒め、水(３/４カップ)とコンソメを加える。
煮立ったら弱火にし、約３分煮る。

３．牛乳を加えてさっと煮て、塩・こしょうで味を調える。

【材料】2人分

1.我が家を強くしよう

  窓対策

・ガラス部分は、防犯ガラスに替えるか、防犯フィルムを貼る。

・サッシ部分には、補助錠（二つ目の鍵）を取り付ける

・窓ガラスに警報音などの大きな音を出すようなセンサーアラームを取り付け犯行を諦めさせる

・面格子がある窓は、面格子の取り付けネジを六角ネジに替えて簡単に面格子が取り外せないようにする

・シャッターや雨戸がある「我が家」であれば外出するときは必ず閉める

玄関ドアや勝手口ドアの対策

・ドリルなどで破壊されにくい材質のドアにする

・補助錠又は同じ鍵でもよいから二つの鍵をかける

・ガードプレート等を取り付け、バール等によりこじ開けられない構造にする

・サムターン防止用カバーを取り付ける

・ドアチェーン、ドアスコープを取り付け、ドアを開けずに来客を確認できるようにする

（侵入強盗対策として有効です）

・鍵はピッキングに強いディンプルキー等にする

《地震への対応》

さつまいもの甘みときのこのうまみが好相性。ミルク風味でコク深く。

（出典：千葉県警察本部ホームページ） 

運転中に地震に遭遇することがあります。そこで今回は、地震への対応の仕方をまとめてみました。

【空き巣の防犯対策】

分析結果を踏まえて、次の4つの対策を「我が家」に取り入れていただければ、防犯の効果が高まります。

運転中に緊急地震速報が出されたとき

緊急地震速報は、予想される地震動の大きさがおおむね震度５弱以上である場合に、震度４以上を予想

した地域を、その揺れが来る前に発表されます。車を運転中に緊急地震速報が発表されたことを知った

ときは、周囲の状況に応じて、慌てることなく、非常点滅表示灯をつけるなどして周囲の車に注意を促

した後、急ブレーキを避け、緩やかに速度を落としましょう。

2.我が家に不審者が近づけないようにしよう

敷地内に入りにくくする

・人が敷地内に侵入したら音が出るよう玉砂利を敷く

・センサーライトの設置、防犯カメラの設置（目立つように取り付ける）

窓などの侵入口に近づけないようにする

・2階への足場（物置やエアコンの室外機）を作らない

・雨樋（あまどい）が2階ベランダへの足場となっている構造の場合は、雨樋からベランダへ入れない工作物

を設置する

◆知って得する保険の話◆ ～保険料控除制度について～

対象となる契約の払込保険料について、 所得税と住民税の負担を軽減できる制度を

保険料控除制度といいます。 保険料控除制度では、その年の1月1日から12月31日

までの1年間に払い込まれた保険料の一定額を課税所得から控除することができます。

保険料控除制度には 地震保険料控除制度 と 生命保険料控除制度 の2種類があります。 

ぜひ、生命保険や地震保険へのご加入をご検討下さい。

「ちょっと聞いてみたいな」ということがございましたら、どうぞお気軽にお声掛け下さい。

・さつまいも 100g ・ぶなしめじ 40g ・ベーコン 3枚
・ニンニク 1/2片 ・牛乳 1カップ ・小麦粉 小さじ2
・コンソメ（顆粒）小さじ1/2 ・塩 適量 ・こしょう 適量

・バター 大さじ1

戸建て住宅や集合住宅等に侵入して金品等を盗む犯罪を「侵入窃盗」といい、その中で、留守宅を対象とする

ものを「空き巣」といいます。「侵入窃盗」は、時として強盗等の凶悪事件に発展する恐れがあります。

自己の生命・身体・財産を犯人から守るため、日頃から防犯対策をしっかり行いましょう。

3.周囲からの見通しをよくしよう

植栽の剪定

・植木は低くし、枝は透いて、道路から侵入口となり易い窓や勝手口等が見えるようにする

防犯灯の設置

・夜間の見通しをよくするため、照明を取り付ける

4.ご近所で助け合おう

自治会単位では

・防犯パトロール隊を結成して、パトロールの姿を不審者に見せる

（泥棒は「この地域はやりにくい」と思いとどまる）

・一戸一灯運動（一軒一軒のお宅で一つの門灯を点ければ、地域全体が明るくなる）

・あいさつ運動（ご近所同士が顔見知りになり、知らない人が来ると見分けがつく、

泥棒は声をかけられると思いとどまる）

お隣さんとは

・2日以上の長期間の留守は声を掛け合う

・留守中に来客があったら声をかけてもらうよう依頼してお互いに来客には声をかけあう

運転中に大地震が発生したとき

運転中に大地震が発生したときは、ドライバーは次のような措置をとるようにしましょう。

①急ハンドル、急ブレーキを避けるなど、できるだけ安全な方法により道路の左側に停止させましょう。

②停止後は、カーラジオ等により地震情報や交通情報を聞き、その情報や周囲の状況に応じて行動しま

しょう。

③引き続き車を運転するときは、道路の損壊、信号機の作動停止、道路上の障害物などに十分注意しま

しょう。

④車を置いて避難するときは、できるだけ道路外の場所に移動しておきます。やむを得ず道路上に置い

て避難するときは、道路の左側に寄せて駐車し、エンジンを止め、エンジンキーは付けたままとする

か運転席などの車内の分かりやすい場所に置いておき、窓を閉め、ドアはロックしないようにします。

駐車するときは、避難する人の通行や災害応急対策の実施の妨げとなるような場所には駐車しないよ

うにしましょう。

車を運転中以外の場合に大地震が発生したとき

・津波から避難するためやむを得ない場合を除き、避難のために車を使用しないようにしましょう。

・津波から避難するためやむを得ず車を使用するときは、道路の損壊、信号機の作動停止、道路上の障

害物などに十分注意しながら運転しましょう。


